
授業科目名 担当講師名 対象学年 
社会的養護Ⅰ 津村 文和 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） １年生教室 後期  不定期  不定期 

実務経験 
本科目は、保育士及び社会福祉主事（相談指導員）として実務経験のある

教員による講義。 

授業のキーワード 子ども、社会的養護、施設養護、家庭養護、虐待、家庭支援 

到達目標及び 
事前学習 

1．子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容について具体的に理

解する。 
2．施設養護及び家庭養護の実際について理解する。 
3．社会的養護における計画・記録・自己評価の実際について理解する。 
4．社会的養護に関わる相談援助の方法・技術について理解する。 
5．社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解する。 

１ 社会的養護の理念と概念 

２ 社会的養護の歴史的変 

３ 子どもの人権擁護と社会的養護 

４ 社会的養護の基本原則 

５ 社会的養護における保育士等の倫理と債務 

６ 社会的養護の制度と法体系 

７ 社会的養護のしくみと実施体系 

８ 社会的養護とファミリーソーシャルワーク 

９ 社会的養護の対象と支援の在り方 

１０ 家庭養護と施設養護 

１１ 社会的養護にかかわる専門職 

１２ 社会的養護に関する社会的状況 

１３ 施設等の運営管理の現状と課題 

１４ 被措置児童等の虐待防止の現状と課題 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

新・基本保育シリーズ⑥「社会的養護Ⅰ」 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


